









　昭和 40年 9月 30 日付けで法学部と同時申請された文学部の設置は、昭和 41


















　さらに、昭和 43年 7月 9日、総長柴田德次郎を議長とした文学部教授会開か
れ、昭和44年4月1日から教育学科に初等教育専攻を増設することが決定された。
理事会決定をへて 9月 30日付けで、文部大臣宛の初等教育専攻増設届出書が提










　昭和 41年の文学部入学生は、短大からの編入生を含め 197 名であった。昭和




































































　昭和 58年 7月 4日、国士舘の海外送金などをめぐる一連の学内抗争にからみ、
学内において安高武常務理事が刺殺される事件がおきた。これを契機に学園封鎖
などを経て、文部省の勧告を受けるかたちで、学園の民主化が一層進み、学長公
選制の導入をはじめとして、学内組織がほぼ全面的に改革され、これまでの体質
が一変した。昭和 60年には、学長公選制に基づく初めての選挙が行われ、松島
博工学部教授が学長に就任した。
　文学部のカリキュラム改正は、一連の民主化に伴って進められ、昭和 58年度
には、卒業単位は初等教育の 139単位以外は、７専攻とも 138単位に削減された。
さらに、平成 8年度から、大学設置基準の大綱化に伴う大学の個性化の方針によ
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り、大幅なカリキュラムの見直しが行われ、卒業単位は、124 単位となった。こ
の改編により、専門科目を除き、ほぼ現在のカリキュラムの原型ができた。なお、
大綱化に伴い、平成 8年教養部が解体され、所属教員は各学部に分属した。文学
部には、14名が移籍した。
　平成 13年には、文学部の長年の懸案であった大学院人文科学研究科修士課程
が開設され、さらに、平成 15年には博士課程が開設された。これに伴い、学部
教育の充実を図るべく、平成 13年 4月、「文学部将来構想委員会」が発足し、翌
年 1月まで、総合的議論が行われ、様々な提案がなされた。これを受けて、直ち
に大幅なカリキュラムの改編を実施した専攻もあったが、学部全体の共通認識は
充分には得られなかった。平成 16年には、国立大学の法人化など、国の大学改
革政策が行われるなかで、文学部でも専攻名称の変更が行われ、国史学専攻は、
考古・日本史学専攻、地理学専攻は、地理・環境専攻、中国文学専攻は、中国語・
中国文学専攻、国語国文学専攻は、日本文学・文化専攻となった。
　学生の教育研究環境も、10号館の改装工事が平成 8年に行われ、これまで相
部屋であった教員の研究室が、ほぼ個室となり、教室も諸施設も整備された。平
成 20年には、創立百周年記念事業の一環として、旧都立明正高校跡地に新校舎
（34号館）が完成し、これまで鶴川キャンパス（現町田キャンパス）と世田谷キャ
ンパスに分かれて授業を行っていた文学部は、初等教育専攻が世田谷にもどり、
1年から 4年まで、一部の実技授業を除き、一貫授業体制が可能になり、キャン
パス間にあった履修や進級、部活などの諸問題も解消されることになった。また、
同年から教育学専攻に養護教諭養成課程も設けられた。
　その後、大学設置基準の改正や学校教育法の改正など、国の大学制度改革が、
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次々に進められ、国士舘大学においても平成 26年 6月、学長の権限が強化され、
学長から 3年後の文学部改革（専攻廃止・学科制への移行）が通達された。これ
に伴い、平成 27年には、専攻入試を学科入試に改め、教育学科、史学地理学科、
文学科の学科長 3名を選出した。
　はからずも文学部創設50年の今年は、まさに「温故知新」の格言のように、まず、
現在の文学部のおかれた状況を認識し、これまでの文学部の歴史を振り返り研究
し、そこから新しい知識や道理を考える年となった。これまでの専攻制では、専
攻の専門分野を中心としてカリキュラムを編成してきたが、学科制では、いかに
専門を生かしながら、学部学科として、どのような学生を社会に送り出すのかが
大きな課題である。そのためには、文学部が大学全体に影響を与える、教職課程
や資格科目、総合教育科目などを対象として、学部を超えた視点から検討し、大
学全体の問題として提起することも必要であろう。
＜参考＞
『国士舘大学文学部二十周年記念論集』『国士舘大学文学部創設三十年史』『国士舘大学文
学部創設四十周年記念誌』『樹人』（平成 4年・6年国士舘大学文学部）
